
秋
田
で
日
本
最
先
端
の

大
学
を
作
る

初
の
公
立
大
学
法
人
と
し
て

二
O
O
四
年
四
月
に
開
校
し
た
国
際
教
義
大
学（
秋
田
市
雄
和）
。

国
際
社
会
で
通
用
す
る
人
材
育
成
の
た
め
に

考
慮
さ
れ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム、
教
育
理
念
と
は

新入生は、入学後1年聞はキャンパス内の学生寮で生活する。

共同生活は窮屈な衝があるが、得るものもおおいはずだ（写真緩供：国際救護大学）

グローバル・スタンダードに

則した大学を

｜｜『
タ
イ
ム」
の
世
界の
大
学
ラン
キ

ン
グ
で 、
東
京
大
学
が
日
本
の
大
学
と

し
て
は
最
高
位
の一
七
位 。
日
本
の
大

学
が
国
際
競
争
力
をつ
け
る
た
め
に 、

い
ま
何
が
必
要
で
しょ
う
か 。

中
嶋
グロ
ーバ

ル・
ス
タン
ダ
ー
ド
に

則
し
た
大
学
に
す
る
こ
と
で
す。
中
で

も
カ
リ
キュ
ラ
ム
改
革
が
最
も
大
切
で

す
国
際
教
養
大
学
は 、
二
O
O
四
年

四
月 、「
世
界
に
通
ず
る
大
学
を
創
り

たい」
とい
う
大
き
な
夢
を
掲
げて
誕

中
嶋
嶺
雄

国
際
教
養
大
学
学
長
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生
し
ま
し
た 。

本
学
で
は 、
九
月
入
学
を
含
む
セ
メ

ス
タ
l

制（
春
秋
二
学
期
制）
を
とっ
て

い
ま
す。
こ
れ
は
海
外
と
の
交
流
や
連

携 、
さ
ら
に
優
秀
な
学
生
の
確
保
とい

う
点で
不
可
欠
で
す。

ま
た 、
すべ
て
の
授
業
を
英
語
で
行

な
い 、
在
学
中
に
全
員
提
携
校
で
の一

年
間の
海
外
留
学
に
よ
る
単
位
取
得

を
義
務づ
け
て
い
ま
す。
新
入
生
は
外

国
人
留
学
生
と
と
も
に一
年
間
の
寮

生
活
を
送
り
ま
す。

日
本
人
は
英
語
を
習っ
てい
な
が
ら 、

ほ
とん
ど
使い
物
に
な
ら
ない
の
が
現

秋田で日本最先端の大学を作る　外交フォーラム-2008.10.00



大学の国際競争力

状
で
す。
本
学
で
はコ
ミュニ
ケ
l

シヨ

ン
手
段
と
し
て
英
語
を
徹
底
し
て
身

に
付
け 、
国
際
社
会
で
活
臨
で
き
る

人
材
を
養
成
し
ま
す。

英
語
力
は 、
文
法
で
は
な
く
リスニ

ン
グ
と
ス
ピ
l

キ
ン
グ
を
重
視
し
てい

ま
す。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
英
語
が
公
用

語
で
す。
教
授
会
な
ど
の
会
議
も
学

長
の
訓
示
も
英
語で
行
なってい
ま
す。

そ
うい
う
環
境
に
慣
れ
さ
せ
て
英
語

力
を
磨
き
上
げ
る
の
で
す。
卒
業
時

に
は
T
O
E
F
L
で
最
低
六
O
O
点

は
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す。
そ
の

う
え
に
教
養
と
専
門
知
識
を
身
につ

け
る 。一
般
教
養
を
経
て 、＝一
年
次
か

ら
専
門
教
育
の「
グロ
ーバ

ル・
ピ
ジ、ネ

ス」
ま
た
は「
グロ
ーバ

ル・
ス
タ
ディ
l

ズ」
を
選
択
し
ま
す。

学
生
だ
け
で
な
く
教
員
に
も
改
革

を
求
め
てい
ま
す。
三
年
の
任
期
制 、

年
俸
制
で
す。
授
業
は
すべ
て
オ
ー

プ

ン
で 、
教
師
は
教
室
の
独
裁
者
た
り
え

ま
せ
ん 。
自
己
評
価 、
学
生
評
価 、
同

僚
評
価
等
を
行
ない 、
評
価
が
低
け

れ
ば
年
俸
も
下
が
り 、

任
期
も
更
新

さ
れ
ない
仕
組
み
で
す。

中嶋嶺雄

なかじま みねお

東京外悶医大学；；；＞�臣、東京大学大学院社

会学研究科修了。社会学博士。奴京外国

路大学長などを歴任し、2004年より現限。

才能教育研究会会長そ兼任。

ま
た 、
日
本
の
大
学
に
多い「
教
授

会
自
治」
を
改
め 、
機
動
的
な
連
営
が

で
き
る
よ
う 、
経
営
権
を
理
事
会

（
大
学
経
営
会
議）
に
教
育
面
を「
教

育
研
究
会
議」
に
集
中
さ
せ
てい
ま

す。
い
わ
ゆ
る
教
授
会
を
行
な
う
の

は 、
セ
メス
タ
ー

の
前
後
各一
回
だ
け ．

で
す。ー！

大
学
設
立
当
初 、
少
子
化
の
時

代 、
秋
田
に
学
生
が
集
ま
る
の
か
とい

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た 。

中
嶋
お
か
げ
さ
ま
で
全
国
か
ら
優

秀
な
学
生
が
た
く
さ
ん
受
験
し
て
く

れ
てい
ま
す。
大
手
予
備
校
が
公
開

す
る
セ
ン
タ
ー

試
験
ボ
ー

ダ
ー

ラ
イ
ン

を
み
て
も 、
トッ

プ
レベ
ル
を
保っ
てい

ま
す。「
朝
日
新
聞」
や『
束
洋
経
済』

等
で
は
英
語
教
育
が
充
実
し
た
大
学

と
し
て
評
価
さ
れ
てい
ま
す。
本
学

を
志
す
高
校
生
た
ち
は 、
自
ら
イ
ン

タ
ー

ネッ
ト

等
で
調べ
て
選
ん
で
く
れ

てい
ま
す。
しっ
か
り
し
たコ
ン
セ
プ

ト
を
掲
げ
れ
ば
認
め
ら
れ
る 。
こ
れ

か
ら
は
地
方
で
あ
る
こ
と
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん 。

ま
た 、
地
元
と
の
交
流
も
双
方
に

いい
影
響
を
及
ぼ
し
てい
る
よ
う
に
感

じ
ま
す。
留
学
生
が
秋
田
で
ボ
ラン
テ

ィ
ア
活
動
を
す
る
な
ど
地
域
貢
献
の

秋
田
杉
を
使
っ
た
伝
統
工
法
で
作
ら
れ
た
図
書
館
は、

制
時
間
開
館
し
て
い
る。
蔵
官官
は
5

万
冊
以
上
で、

そ
の
8

割
を
洋
魯
が
占
め
る（
写
真
鍵
供
・－

国
際
救
護
大
学）



水秋田で日本最先端の大学を作るポ

効
果
も
大
き
い
で
す
し 、
全
国
か
ら

集
まっ
た
多
く
の
学
生
が
秋
田
で
暮

上・新入生｛正会員まず葵箆集中プログラムで学び、

4年間の学びに不可欠な学術英露を身につける（写真提供：国際教養大学）
下・キャンパス内にも2つのアパートがある。
昨年6月に完成したグローパルビレッジでは

主に海外留学から帰国した3,4年生カず暮らしている（写真提供：国際教養大学）

中
嶋

決
し
て
英
語
が
で
き
る
と
い

う
だ
け
の
人
材
を
養
成
し
てい
る
の
で

外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
は 、
心
の
中
に

し
て
秋
田
の
文
化
を
知
る
こ
と
に
な

り
ま
す。
竿
灯
祭
り
に
参
加
す
る
学

生
も
多
くい
ま
す。

｜
｜

英
語
教
育
の
大
切
さ
を
認
め
る

いっ
ぽ
う 、
ま
ず
は
日
本
語
を
大
切
に

すべ
き
と
の
異
論
も
あ
り
ま
す。

も
う
ひ
とつ
宇
宙
を
作
り
出
す
こ
と

で
す。
東
西
冷
戦
が
終
わ
り 、
こ
の
二

0
年
間
で
グロ
ーバ

ル
化
が
急
速
に
進

展
し
ま
し
た 。
で
あ
る
な
ら 、
こ
れ
か

ら
の
社
会
人
に
必
要
な
の
は
グロ
lパ

ル
な
知
力
で
す。

英
語
は
そ
の
変
化
の
中
で
国
際
共

通
話
と
しての
地
位
を
固
め
ま
し
た 。
国

民の
英
語
力は 、
も
は
や
国
際
関
係
の
中
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は
あ
り
ま
せ
ん 。
新
渡
戸
稲
造
の『
武

士
道』
を
全
学
必
読
文
献
に
指
定
す

る
な
ど 、
グロ
ーバ

ル
化
に
備
え
て
語

学
力
を
身
に
付
け
る一
方
で 、
日
本
人

と
し
て
の
在
り
方
を
確
立
さ
せ
る
教

育
も
行
なっ
て
い
ま
す。

で
国
力
を
は
か
る一つの
指
標で
す。

日
本
の
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
専
門

性
を
重
視
す
る一
方 、
知
の
土
台
と
な

る
教
養
を
軽
視
し
て
き
ま
し
た 。
真の

知
力
は
狭い
専
門
知
識
で
は
な
く 、
よ

り
臨
広い
教
養
に
あ
り
ま
す。
い
ま
や

大
学
で
は
教
養
と
外
国
語
の
表
現
力

を
身
に
活
け 、
大
学
院
で
は
専
門
知

識
を
学
ぶ
時
代
で
す。
外
国
語
を
学

ぶ
こ
と
は 、
日
本
語
を
大
切
に
す
る
こ

と
と
矛
盾
し
ま
せ
ん 。
欧
州
で
は
い
ま 、

外
国
語
を
学ぶ
こ
と
で
自
ら
の
母
国
語

が
よ
り
相
対
化
さ
れ
洗
練
さ
れ
る
とい

う「
複
言
語
主
義（立z
Eg加
EZ
S）」

が
主
張
さ
れ
て
い
ま
す。
外
国
語
が
知

的
生
活
を
充
実
さ
せ
る
とい
う
認
識

で
す。

国際社会で通用する人材育成の

ために｜｜一
年
間
の
海
外
留
学
先
に
は
ど
の



大学の国際競争力

よ
う
な
大
学
が
あ
り
ま
す
か 。

中
嶋

現
在 、
提
携
大
学
が
七
九
校

あ
り
ま
す 。
ア
ジ
ア
で
は 、
ソ
ウ
ル
国

立
大
学 、
高
麗
大
学 、
南
京
大
学 、
香

港
大
学 、
国
立
台
湾
大
学 、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
国
立
大
学 、
チユ
ラロンコ
ン
大
学

な
ど 。
殴
州
で
は 、
エ
セッ
ク
ス
大
学 、

シェ
フ
ィ
ール
ド

大
学 、
モ
ス
ク
ワ
国
際

大
学 、
ス
トッ
ク
ホルム
大
学
な
ど 。
北

米
で
は 、
カ
リ
フォ
ルニ
ア
大
学バ
ー
ク

レ
ー

校 、
同
デ
l

ヴ
イ
ス
校 、
ジョ
ー

ジ

ワ
シ
ン
トン

大
学 、
オ
レゴ
ン
大
学 、
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
な
ど 。
オ
セ
アニ
ア
で

で
す 。

は 、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
な
ど

香典返しの
新しいカタチ

ま
た
二
O
O
八
年
秋
に
は
二
O
カ

園
地
域
四
二
大
学
か
ら
九
O
名
の
新

規
留
学
生
が
来
て
く
れ
てい
ま
す 。

れ
ま
し
た 。

｜｜
今
年
三
月 、
第一
期
生
が
卒
業
さ

中
嶋
一
期
生一
四
二
名
中 、
卒
業
生

は
六
回
名
で
し
た 。
う
ち
五
三
名
が

就
職
し 、
＝
人
が
進
学 。
七
八
名
が
留

学
や
単
位
未
修
得
の
た
め
留
年
し
ま

し
た 。
卒
業
認
定
を
国
際
基
準
で
厳

し
く
し
てい
ま
す
か
ら 、
よ
り
よい
就

職
の
た
め
の
残
留
はい
い
傾
向
だ
と

と
ら、え
てい
ま
す 。

就
職
先
を
み
る
と 、
日
本
I
B
M 、

三
菱マ
テ
リ
アル 、
日
興コ
l

ディ
アル

グ
ル
ー

プ
な
ど 、
O
B－
O
G
がい
ない

な
が
ら 、
内
定
率一
O
O
%
で
希
望
す

る
企
業
に
就
職
し
た
学
生
が
多
くい

た
こ
と
は
心
強い
で
す 。
今
年（
二
O

O
八
年
度）
は 、
さ
ら
に
就
職
状
況
が

良
好
で
す 。

｜｜
今
後の
大
学
構
想
は・・・・・・ 。

こ
の
地
を
世
界の
大
学
と
直

中
嶋

接つ
な
が
り 、
発
信
力
を
もっ
た「
大

学
町」
に
し
たい
と
考
え
てい
ま
す 。

今
年
九
月
に
は 、
日
本
初
のコ
ミユ

ニ
ケ
l

シヨ
ン
分
野
の
専
門
職
大
学

院「
グロ
ー

バ
ル・
コ
ミュニ
ケ
l

シヨ

ン
実
践」
研
究
科
を
開
設
し
ま
し

た 。
英
語
教
育
実
践
領
域 、
日
本
語

困っている人をほっておけ

ない性格だった政之さん。

生前に心を痛めて いた

「犯罪被害者Jの支援に

使ってほしいと、ご遺族が

香典の一部を日本財団

「夢の貯金箱」に寄付して

くださいました。会葬者の

方々からも「形式的なモノ

よりも、政之さんらしいjと

大いにご賛同をいただけ

たそうです。

教
育
実
践
領域 、
発
信
力
実
践
領
域の

一一一コ
l

ス
に
分
か
れ
てい
ま
す 。い
ず
れ

のコ
l

ス
も
海
外の
日
本
語
学
校
や
企

業で
の
実
践
研
修
を
実
施
し 、
コ
ー

ス

に
よっ
て
は
英
語
教
員
や
日
本
語
教

員
の
資
格
も
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す 。ま

た 、
大
学
教
育に
鈴
木メソッ
ド

を
取
り
入
れ
た
り 、
同
時
通
訳
能
力

を
培っ
た
り
と 、
国
際
社
会
で
通
用

す
るいい
人
材
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
を

拡
充
し
てい
くつ
も
り
で
す 。

｜｜
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざい
ま

し
た 。

回

（
取
材・
構
成・
文
責
編
集
部）

。田容照明
ご寄付いただいた香典は犯罪被

害者やハンセン病回復者の支綾

など社会貢献活動に100%全額

を活用しています．

相駁電話：03-6229・5111

lで巨司
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旦
秋
田
で
日
本
最
先
端
の
大
学
を
作
る
中嶋嶺雄

止

教
育
体
制
の
充
実
と
そ、

一

世
界
の
学
生
を
引
き
つ
け
る
徳永保

均一

元
留
学
生
か
う
ひ
と
こ
と

一
ーー
日
本
の
留
学
生
政
策へ
の
提
言
タン・ジョンレク

ぉ一

世
界
に
通
じ
る
大
学
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
か
っ
て
片
山
卓
也

竺
「
留
学
生
三
O
万
人
計
画」

実
現
の
た
め
に
何
が
必
要
か
横
田
雅
弘

羽一
「
ア
ジ
ア
人
財
資
金
構
想」
が
め
ざ
す
も
の

宮
原
早
夏

担一

世
界
を
知
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
佐
藤
ス
コ
ッ
ト

担一

資
料
篇

留
学
生
叩
万
人
計
画
と
は・
留
学
生
世
界
移
動
図

1一
グ
ラ
ビ
ア

個
性
が
光
る
大
学
た
ち

第
2
特
集
。
国
際
協
力
の
新
し
い
潮
流

ぉ一
成
長
重
視
の
援
助
モ
デ
ル
を
世
界
ヘ
木寺昌人

抱一

ア
ド

ボ
カ
シ
ー

を
通
じ
て 、
世
界
に
語
り
か
け
て
い
く

一
山田太雲／寺田頼子


